
古紙配合率100％再生�
紙を使用しています。�
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●�平成１３年度バランスシート（3面）�
平成１３年度決算の状況（4・5面）�
●�

●�年末年始の公共施設の業務日程（2面）

●�みんなの健康（7面）�

●�
ざまインフォメーション（6面）�

広報�

　夜道を明るく照らす防犯灯は、安全な歩行の確
保や犯罪の未然防止など、安全で快適なまちづく
りに大きな役割を
果たしています。
市内の防犯灯で、
「夜になっても点
灯しない」「つい
たり消えたりして
いる」「昼間でも
点灯している」な
どの異常がありま
したら、故障内容
と防犯灯の下に付
いている赤色プレ 
ートの「防犯灯番
号」を、早めに担
当までご連絡ください。
担当　　　　　　　　　　　　　　　市民生活課

1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０

　「市役所の方から来ました」「宅地内の下水管
の清掃は義務です」などと言って、必要のない点
検や清掃などを実施し、
高額な料金を請求する
などのトラブルが増え
ています。
　市では、そのような
依頼はしていませんの
で、不審な場合は担当
にご確認ください。ま
た、公共汚水ますの詰
まりなども、担当にご
相談ください。
担当　　　　　　　　　　　　　　下水道管理課

1０４６（２５２）８５８７ 5０４６（２５５）３５５０

下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道点点点点点点点点点点点点点検検検検検検検検検検検検検かかかかかかかかかかかかかたたたたたたたたたたたたたりりりりりりりりりりりりり商商商商商商商商商商商商商法法法法法法法法法法法法法ににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意ををををををををををををを！！！！！！！！！！！！！

　台所の生ごみを粉砕して下水道に流す「ディス
ポーザ（単体）」が、訪問販売などで売られてい
ます。ディスポーザが各家庭で使用されると、終末
処理場の処理能力を超える恐れがあるため、流域
関連各市町では使用の自
粛をお願いしています。
本市でも使用しないよう
お願いします。
　なお、生ごみを粉砕し
た後、処理槽で排水処理
するディスポーザ排水処
理システムの場合は、市
の定める取扱要綱に基づ
いて申請いただければ使
用が可能です。
担当　　　　　　　　　　　　　　下水道管理課

1０４６（２５２）８５８７ 5０４６（２５５）３５５０
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　東出張所は、建て替え工事に伴
い７月から一時移転しています。
お間違えないようご注意ください。
　なお、移転先での取り扱い業務
に変更はありません。
〇移転期間　平成１５年１０月まで
　（予定）
〇移転先　ひばりが丘３－２２－２１
○電話番号　1０４６（２５９）１６１０
担当　　　市民課1０４６（２５２）８０８３
　　　　　　　　5０４６（２５５）３５５０
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広報ざま【座間市のお知らせ】No.６７８　　平成１４年（２００２年）１２月１５日●２ 

　年末年始は家を留守にしたり、現金を持ち歩いたりする機会が多くなりま
す。この時期を狙って多発するのが、空き巣狙いやひったくりなどの犯罪で
す。自分の身は自分で守るという意識を持って、犯罪のない明るい新年を迎
えましょう。
○外出前や就寝前には、必ずドアや窓のかぎを掛けたかどうかを確認しまし 
　ょう。
○ひったくり被害に遭わないために、歩行中はバッグを車道の反対側に持ち、
　自転車に乗る場合は、かごに防犯ネットを掛けましょう。
○自動車やオートバイ、自転車の盗難を防ぐために、車両から離れるときは、
　わずかな時間でもかぎを掛けましょう。
担当　　　　　　　　　　　　 市民生活課1０４６（２５２）８２１８ 5０４６（２５５）３５５０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 座間警察署1０４６（２５６）０１１０

（○印は開業日）

１　月１２　月

施設名 ７日
（火）

６日
（月）

５日
（日）

４日
（土）

２日
（木）～

３日
（金）

１日
（水）

２９日
（日）～

３１日
（火）

２８日
（土）

２７日
（金）

２６日
（木）

○○○○市役所・各出張所

○○○○○○各コミュニティセンター

○○○○○○○総合福祉センター（サニープレイス座間）

○○○○○○○各老人憩いの家

○○○○○○○各児童館

○○○○○○市民健康センター (保健部門 )　

○○○○○市公民館、北・東地区文化センター

○○○○市民文化会館 (ハーモニーホール座間 )

○○○○青少年センター

○○○ひまわり公園テニスコート

○○栗原遊水地テニスコート

○○○○市民体育館 (スカイアリーナ座間 )

○○○○○○図書館

○○○○生きがいセンター

○○○○○○○○大和斎場※
※３１日は火葬と告別式のみ。１月４日は火葬と通夜のみです。予約は通常どおり、２４時間電話対応します。

年末年始も対応します。漏水を発見したときは、下記の電話番号へ

フリーダイヤル7０１２０－０１５２４４
座間市管工事業協同組合

※宅地内（止水栓～蛇口）の修理は有料です。
担当　　　　 　　　　　　　水道部工務課1０４６（２５２）７５１９ 5０４６（２５７）４１５５

　年末は何かと忙しく、火の使用中も注意がおろそ
かになりがちです。
　消防本部、消防署および消防団では、火災を予防
し明るい新年が迎えられるよう、立野台女性消防隊
などの協力を得て、市内全域で「歳末火災特別警戒」
を実施します。期間中は、特別査察をはじめ各種広
報活動や特別巡視などを実施します。
　電話の対応などで火の元を離れることや、ガスレ
ンジの消し忘れによる火災が発生していますので、
注意しましょう。
○寝たばこやたばこの投げ捨てはやめましょう。
○マッチやライターは、子どもの手の届かない場所
　に保管しましょう。
○たき火は火災予防だけでなく、環境保全のために
　もなるべくやめましょう。
○家の周りには燃えやすい物を置かないようにしま
　しょう。
○風呂を空だきしないよう、水の量を確認しましょ
　う。
○ストーブに燃えやすい物を近づけないようにしま
　しょう。
担当　消防署管理室1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

生活排水し尿燃えないごみプラスチック製
容器包装紙、布ペットボトル缶、瓶燃えるごみ地　　　区

１２月２９日（日）

１月４日（土）

１２月２７日（金）

１月６日（月）

１２月２４日（火）
１月２８日（火）

１２月２６日（木）
１月１６日（木）

１２月１０日（火）
１月１４日（火）

１２月１９日（木）
１月９日（木）

１２月１７日（火）
１月７日（火）１２月２９日（日）

１月６日（月）

座間、四ツ谷、立野台、明王、新
田宿、緑ヶ丘、入谷、レックス座
間陽だまりの丘

１２月２６日（木）
１月３０日（木）

１２月２４日（火）
１月１４日（火）

１２月１２日（木）
１月１６日（木）

１２月１７日（火）
１月７日（火）

１２月１９日（木）
１月９日（木）

さがみ野、相武台、栗原、栗原中
央、南栗原、西栗原

１２月２５日（水）
１月２９日（水）

１２月２７日（金）
１月１７日（金）

１２月１１日（水）
１月１５日（水）

１２月２０日（金）
１月１０日（金）

１２月１８日（水）
１月８日（水）１２月２８日（土）

１月４日（土）

相模が丘、広野台

１２月２７日（金）
１月３１日（金）

１２月２５日（水）
１月１５日（水）

１２月１３日（金）
１月１７日（金）

１２月１８日（水）
１月８日（水）

１２月２０日（金）
１月１０日（金）

東原、小松原、ひばりが丘、日産
座間寮、日産栗原寮

※上段（黒字）は年内最終の収集日、下段（赤字）は年始最初の収集日

１２月２５日～３１日�１２月２５日～３１日�
歳末火災特別警戒�

１２月２０日～１月３日�１２月２０日～１月３日�
年末年始特別警戒�

漏水を発見したらご連絡を！�漏水を発見したらご連絡を！�漏水を発見したらご連絡を！�

　年末年始の「資源物、ごみ、し尿・生活排水」の収集日程は、下表のとおりです。
　年末は、大掃除や正月の準備などで家庭から出るごみの量が増えます。また、慌ただし
さから、分別方法や収集日の間違いが増えてきます。大掃除などで出た不用物は正しく分
別し、収集日の朝８時３０分までに出しましょう。
　一年のうちで、ごみが最も増えるこの時期。引き続きごみの減量化、資源化にご協力を
お願いします。
※木の枝を出す場合は、必ず太さを１０センチメートル以下にし、透明・半透明の袋に入れ
て燃えるごみに出してください。
※１２月２９日は日曜日ですが、「燃えるごみ」の月・水・金収集地区の収集を実施します。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資源対策課1０４６（２５２）７６５９ 5０４６（２５２）７６１６

市役所閉庁中のお問い合わせは

1０４６（２５５）１１１１へ
※年末年始の休日・夜間診療に関し

ては、本紙７面をご覧ください。

　年末年始の公共施設業務日程は、右表の
とおりです。市役所では閉庁期間中、戸籍
に関する届け出の預かり、埋火葬許可証の
発行以外の業務は行いません。
　なお、住民票等自動交付機も１２月２８日（土）
から１月３日（金）まで利用できませんの
で、ご注意ください。

年年 末末 年年 始始 のの
公公 共共 施施 設設
業業 務務 日日 程程

～日程を確かめて
正しく出しましょう～

年年末末年年始始のの「「資資源源物物、、
ごごみみ、、しし尿尿・・生生活活排排水水」」のの
収収 集集 日日 程程
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現
在
の
市
の
会
計
は
、
現
金

が
ど
こ
か
ら
入
っ
て
き
て
、
ど

の
よ
う
に
使
っ
た
か
と
い
う
現

金
の
流
れ
を
把
握
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
は
、
企
業
の
決
算
日
に
お
け

る
財
政
状
況
を
表
し
、
資
産
の

流
れ
全
体
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
は
資
産

と
負
債
・
正
味
資
産
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
道
路

や
学
校
な
ど
の
整
備
に
ど
れ
だ

け
の
お
金
を
使
っ
て
、
ど
れ
だ

け
の
資
産
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
整
備
す
る
た
め

の
資
金
と
し
て
負
債
が
ど
れ
だ

け
あ
る
の
か
な
ど
、
資
金
の
運

用
形
態
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
分
か

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
分
か

る
資
産
・
負
債
・
正
味
資
産

る
資
産
・
負
債
・
正
味
資
産

　

ま
た
、
現
在
の
市
の
会
計
に

は
な
い
減
価
償
却
と
い
う
考
え

方
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
る
年
度
に
施
設
な

ど
を
建
設
し
た
場
合
、
そ
の
施

設
は
長
期
に
わ
た
り
後
の
世
代

に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
そ
の
期
間
中
は
減
価
償

却
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
少
し

ず
つ
コ
ス
ト
化
の
計
算
を
す
る

も
の
で
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

中
長
期
的
な
視
点
で
の
よ
り
正

確
な
コ
ス
ト
や
物
の
価
値
の
変

動
に
つ
い
て
も
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

資
産
は
千
百
三
十
四

資
産
は
千
百
三
十
四

億
九
千
百
万
円

億
九
千
百
万
円

　

平
成
十
三
年
度
末
で
、
市
の

保
有
し
て
い
る
資
産
は
千
百
三

十
四
億
九
千
百
万
円
、
負
債
は

四
百
二
十
億
六
千
八
百
万
円
で
、

資
産
の
三
七
・
一
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
正
味
資
産
は

七
百
十
四
億
二
千
三
百
万
円
で
、

資
産
の
六
二
・
九
㌫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
、

資
産
は
九
十
一
万
円
、
負
債
が

三
十
四
万
円
、
正
味
資
産
は
五

十
七
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

資
産
の
内
訳
は
、
道
路
や
学

校
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
が
千

六
十
八
億
四
千
五
百
万
円
で
、

資
産
全
体
の
九
四
・
一
㌫
を
占

め
て
い
ま
す
。
基
金
な
ど
の
投

資
等
が
十
九
億
三
千
二
百
万
円

で
一
・
七
㌫
、
現
金
や
預
金
な

ど
の
流
動
資
産
が
四
十
七
億
一

千
四
百
万
円
で
四
・
二
㌫
と
な 

っ
て
い
ま
す
。

　

負
債
の
内
訳
は
、市
債（
翌
々

年
度
以
降
償
還
額
）
や
職
員
の

退
職
給
与
引
当
金
な
ど
の
固
定

負
債
が
三
百
九
十
一
億
一
千
百

万
円
で
、
負
債
の
九
三
・
〇
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。
流
動
負
債

（
市
債
の
翌
年
度
償
還
予
定
額
）

は
、
二
十
九
億
五
千
七
百
万
円

で
七
・
〇
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
味
資
産
の
内
訳
は
、
固
定

資
産
を
形
成
す
る
た
め
の
財
源

で
あ
る
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

負
債
は
減
少
、正
味
資
産
は
十

負
債
は
減
少
、正
味
資
産
は
十

五
億
三
千
八
百
万
円
の
増
加

五
億
三
千
八
百
万
円
の
増
加

　

平
成
十
二
年
度
と
比
較
す
る

と
、
一
年
間
で
資
産
は
二
億
五

千
六
百
万
円
の
減
、
負
債
は
十

七
億
九
千
四
百
万
円
の
減
、
正

味
資
産
は
十
五
億
三
千
八
百
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
（
表
１

参
照
）
。

　

資
産
の
う
ち
有
形
固
定
資
産

が
三
億
五
千
八
百
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
行
政
目
的

別
に
見
る
と
、
主
な
費
目
と
し

て
総
務
費
が
二
億
三
千
三
百
万

円
、
民
生
費
が
一
億
五
千
四
百

万
円
の
減
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら

資
産
形
成
を
分
析

資
産
形
成
を
分
析

　

資
金
を
運
用
面
と
調
達
面
か

ら
把
握
し
た
財
政
状
態
に
つ
い

て
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
活
用

し
た
財
務
分
析
手
法
に
よ
っ
て

試
み
た
も
の
で
す
。

社
会
資
本
形
成
の

世
代
間
負
担
比
率

《
現
世
代
間
負
担
済
比
率
》

　

こ
れ
ま
で
の
世
代
に
よ
っ
て

歳
入
総
額
対
資
産
比
率

　

資
産
形
成
に
何
年
分
の
歳
入

が
充
て
ら
れ
て
き
た
か
を
見
る

も
の
で
、
三
・
六
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。

有
形
固
定
資
産
の

行
政
目
的
別
割
合

　

有
形
固
定
資
産
の
行
政
目
的

別
割
合
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
資
産
形
成
さ
れ
て
き

た
か
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

最
も
比
率
が
高
い
の
は
教
育

費
で
四
六
・
三
㌫
、
次
に
土
木

費
の
二
九
・
四
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
（
表
４
参
照
）
。

平成１３年度座間市のバランスシート（貸借対照表）  （平成１４年３月３１日現在）（単位：千円）
貸　　　　　　方借　　　　　　方

【負債の部】【資産の部】
３９，１１１，２５４１．固定負債１０６，８４４，７６２１．有形固定資産
２９，１３７，８３２　（１）地方債１７，４９５，９７６　（１）総務費

５，２４２，９１７　（２）民生費

　（２）債務負担行為１，６０８，４６６　（３）衛生費

０　　①物件の購入等１，５６２　（４）労働費

０　　②債務保証又は損失補償３０９，０９１　（５）農林水産業費

０債務負担行為計１４，０２０　（６）商工費

３１，３７６，２９５　（７）土木費

９，９７３，４２２　（３）退職給与引当金１，３７４，２７２　（８）消防費

４９，４１７，５６２　（９）教育費

２，９５７，２２５２．流動負債４，６０１　（１０）その他

２，９５７，２２５　（１）翌年度償還予定額１０６，８４４，７６２計

（３９，２０６，２６７）（うち土地）

０　（２）翌年度繰上充用金

１，９３２，２７６２．投資等
４２，０６８，４７９負債合計７６１，５２５　（１）投資及び出資金

１０，０３３　（２）貸付金

　（３）基金
１，１４４，７１８　　①特定目的基金

０　　②土地開発基金

１６，０００　　③定額運用基金

１，１６０，７１８基金計

【正味資産の部】４，７１４，４５７３．流動資産
　（１）現金・預金

１０，８３５，８１１１．国庫支出金１，７７９，２５４　　①財政調整基金

０　　②減債基金

１，９０７，８３５２．県支出金１，６１７，７３５　　②歳計現金

３，３９６，９８９現金・預金計

５８，６７９，３７０３．一般財源等　（２）未収金

１，２２７，９５１　　①地方税

８９，５１７　　②その他

７１，４２３，０１６正味資産合計１，３１７，４６８未収金計

１１３，４９１，４９５負債・正味資産合計１１３，４９１，４９５資産合計
２６９，５９２千円①物件の購入等に係るもの※債務負担行為に関する情報

４，４０６，７１６千円②債務保証または損失補償に係るもの
０千円③利子補給等に係るもの

　市では、市の財政状況を市民の皆さんにより分かりやすく
お知らせするため、企業会計的手法によるバランスシート
（貸借対照表）を作成しています。市政の効率的な運営を図
り、より自立した行政運営に役立てるため作成したこのバラ
ンスシートから、市の財政状況をご理解ください。
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政課

1０４６(２５２)８４０４ 5０４６(２５５)３５５０

が
、
百
二
十
七
億
四
千
四
百
万

円
で
正
味
資
産
の
一
七
・
八
㌫
、

市
の
独
自
財
源
に
当
た
る
一
般

財
源
等
は
、
五
百
八
十
六
億
七

千
九
百
万
円
で
八
二
・
二
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

欄
外
に
は
注
記
と
し
て
、
債

務
負
担
行
為
に
関
す
る
情
報
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

債
務
の
不
確
定
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
内
の

債
務
負
担
行
為
と
は
別
に
、
欄

外
に
表
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。

す
。

　

投
資
等
と
流
動
資
産
は
、
合

わ
せ
て
一
億
三
百
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
歳

計
現
金
が
増
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

負
債
は
、
固
定
負
債
と
流
動

負
債
を
合
わ
せ
て
十
七
億
九
千

四
百
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
主
に
地
方
債
の

元
金
償
還
が
二
十
六
億
二
千
七

百
万
円
に
対
し
、
新
規
の
借
入

額
が
九
億
三
千
四
百
万
円
だ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

既
に
負
担
さ
れ
た
資
産
の
部
分

の
割
合
を
見
る
も
の
で
、
六
六

・
八
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表

２
参
照
）
。

《
将
来
世
代
負
担
比
率
》

　

こ
れ
か
ら
の
世
代
に
よ
っ
て

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
負

債
の
割
合
で
、
三
九
・
四
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す（
表
３
参
照
）。

バランスシートの前年度との比較
増減額平成１２年度平成１３年度区　分
△２５６１１３，７４７１１３，４９１資産合計（百万円）

（借方）
△６，２３５９１６，９９７９１０，７６２１人当たり（円）
△１，７９４４３，８６２４２，０６８負債合計（百万円）

（貸方）
△１６，００８３５３，６０３３３７，５９５１人当たり（円）
１，５３８６９，８８５７１，４２３正味資産合計（百万円）
９，７７５５６３，３９３５７３，１６８１人当たり（円）

現世代負担済比率
増減額平成１２年度平成１３年度区　分
１，５３８６９，８８５７１，４２３正味資産（百万円）
△３５８１０７，２０３１０６，８４５有形固定資産（百万円）
１．６６５．２６６．８世代間負担済比率（％）

将来世代負担比率
増減額平成１２年度平成１３年度区　分
△１，７９４４３，８６２４２，０６８負債（百万円）
△３５８１０７，２０３１０６，８４５有形固定資産（百万円）
△１．５４０．９３９．４将来世代負担比率（％）

　　　　　　行政目的別割合（上位５位）　　（単位：％）
衛生費民生費総務費土木費教育費
１．５４．９１６．４２９．４４６．３

　バランスシートは、国（総務省）が示したガイドライン
に基づき作成しています。その条件などは次のとおりです。
○対象は一般会計とし、国民健康保険事業会計など特別会
　計は含みません。
○基礎数値は、昭和４４年度以降の決算統計の数値を用いて
　います。
○資産の評価は、原則として取得原価主義（支出の事実に
　基づくもの）を採用しています。
○有形固定資産の評価は、普通建設事業費をもって取得価
　格としています。
○減価償却の方法は、土地を除き国が示した耐用年数に従
　い、残存価格をゼロとする定額法によっています。
○負債の退職給与引当金は、一般会計職員全員（特別職を
　含む）が年度末に普通退職したことを想定した退職手当
　支給額を計上しています。

平成１３年度�
バランスシートを作成�

平成１３年度�
バランスシートを作成�

わがまちの財政状況わがまちの財政状況わがまちの財政状況

作作 成成 のの 前前 提提 条条 件件

【表１】

【表２】

【表３】

【表４】
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市
で
は
、
市
の
財
政
が
ど
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
財
政
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
十
四
年
十
二
月
市
議
会
で

認
定
さ
れ
た
平
成
十
三
年
度
の

決
算
内
容
に
つ
い
て
、
一
般
会

計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
事
業
会
計
の
決

算
の
状
況
は
、
本
紙
十
一
月
十

五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
で
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

財
政
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
三
百

十
四
億
九
千
三
百
四
十
九
万
円

（
表
１
参
照
）
は
、
前
年
度
に

比
べ
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
歳
入
を
財
源
別
に
見
る

と
、
市
税
や
使
用
料
及
び
手
数

料
な
ど
市
独
自
で
得
る
こ
と
の

で
き
る
自
主
財
源
が
、
二
百
十

二
億
六
千
三
百
七
十
四
万
円
で
、

歳
入
総
額
の
六
七
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
（
表
４

参
照
）
。
自
主
財
源
の
う
ち
歳

入
総
額
の
五
四
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
る
市
税
は
、
前
年
度

に
比
べ
一
億
三
千
四
百
万
円（
〇

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
減
と
な

り
ま
し
た（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

ま
た
、
国
や
県
か
ら
入
る
補
助

金
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
は
、
百
二
億
二
千
九
百
七

十
五
万
円
で
、
歳
入
総
額
の
三

歳
出
を
差
し
引
き
す
る
と
、
十

六
億
一
千
七
百
七
十
四
万
円
と

な
り
ま
す
（
表
１
・
２
参
照
）。

な
お
、
平
成
十
四
年
度
に
繰
り

越
し
た
相
武
台
地
区
総
合
対
策

事
業
費
の
繰
越
財
源
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
額
は
、
十
六
億

一
千
四
十
七
万
円
で
す
。ま
た
、

財
政
構
造
の
指
標
と
な
る
経
常

収
支
比
率
（
数
値
が
低
い
ほ
ど

財
政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
る
）

は
、
八
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で

依
然
と
し
て
高
い
数
値
で
し
た
。

二
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す

（
表
４
参
照
）。

　

一
方
、
事

務
・
事
業
の

見
直
し
や
優

先
順
位
の
選

択
な
ど
、
最

小
の
経
費
で

最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
こ

と
を
基
本
方

針
に
、
複
雑

・
多
様
化
す

る
行
政
需
要

に
対
応
し
た

歳
出
は
、
総

額
二
百
九
十

八
億
七
千
五

百
七
十
五
万

円
（
表
２
参

照
）
で
、
前

年
度
に
比
べ

二
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
の
減

と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
の

う
ち
、
投
資

的
経
費
の
普

通
建
設
事
業

費
は
、
前
年

度
に
比
べ
三

五
・
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
減

と
な
っ
て
い

ま
す
（
表
５

参
照
）
。

　

平
成
十
三

年
度
の
歳
入

　

歳
入
と
歳
出
の
状
況
は
、
グ

ラ
フ
４
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
一

〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
歳
入
総
額
の
三
六

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
国
民
健

康
保
険
税
が
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
九
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歳
出
総
額
を
被
保
険

者
一
人
当
た
り
で
見
る
と
、
二

十
万
八
千
九
百
九
十
七
円
に
な

り
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

国
保
年
金
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
０
０
３

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
と
歳
出
の
状
況
は
、
グ

ラ
フ
５
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
三

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
歳
出
は
、
医
療
諸
費

の
う
ち
の
五
十
六
億
五
千
五
百

三
十
二
万
円
が
医
療
費
に
充
て

ら
れ
、
歳
出
総
額
の
九
八
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
受
給
者
の
年
間
月

平
均
者
数
は
八
千
五
百
七
十
一

人
で
、
前
年
度
に
比
べ
五
百
五

十
八
人
（
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
増

え
て
い
ま
す
。
歳
出
総
額
を
被

保
険
者
（
医
療
受
給
者
年
間
月

平
均
者
数
）
一
人
当
た
り
で
見

る
と
、
六
十
七
万
一
千
五
百
十

三
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

市
民
健
康
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

　

公
共
下
水
道
は
、
昭
和
四
十

七
年
度
に
計
画
決
定
さ
れ
て
以

来
、
事
業
認
可
を
拡
大
し
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
三
年
度
の
整
備
面
積
二

十
四
・
九
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
加

え
た
整
備
済
面
積
は
、
千
三
十

七
・
三
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
事

業
認
可
区
域
千
二
百
六
十
一
・

一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
す
る
整

備
率
は
、
八
二
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
と
歳
出
の
状
況
は
、
グ

ラ
フ
６
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
一

〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
使
用
料
及
び
手
数

料
の
多
く
は
、
下
水
道
使
用
料

十
一
億
六
百
四
十
七
万
円
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
歳
出
は
、

建
設
費
の
う
ち
の
下
水
道
建
設

費
十
五
億
九
千
二
百
六
十
五
万

円
、
相
模
川
流
域
下
水
道
事
業

の
負
担
金
一
億
四
千
七
十
六
万

円
が
、
主
な
支
出
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
整
備
面
積
を
拡
大

し
て
い
く
た
め
に
、
自
主
財
源

の
確
保
は
も
と
よ
り
、
計
画
的

な
整
備
、
効
率
的
な
投
資
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

担
当　
　
　
　

下
水
道
管
理
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
５
４
１

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

か
ら
二
年
目
を
迎
え
、
制
度
の

さ
ら
な
る
育
成
・
充
実
を
中
心

に
、
円
滑
な
事
業
運
営
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。

　

歳
入
と
歳
出
の
状
況
は
、
グ

ラ
フ
７
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
歳
入
は
、
二

九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
歳
出
は
、
二
九
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

高
齢
対
策
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
７
１
９

5
０
４
６（
２
５
２
）８
２
３
８

　

市
の
負
債
総
額
（
水
道
事
業

会
計
を
除
く
）
は
六
百
十
六
億

一
千
七
百
二
十
五
万
円
で
、
十

二
年
度
に
比
べ
二
十
四
億
三
千

二
百
五
十
九
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
（
表
６
参
照
）
。

市
の
負
債

　

長
期
化
す
る
景
気
低
迷
の
中
、

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
こ
た

え
る
た
め
、
長
期
的
展
望
に
立

ち
、
健
全
な
財
政
運
営
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

歳
入
と
歳
出

一
般
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　

介
護
保
険
事
業
は
制
度
発
足

【表６】　　　　　　　負債額の推移
（単位：万円）

平成１３年度平成１２年度平成１１年度平成１０年度平成９年度

３，２０９，５０６３，３７８，８１８３，５１０，７８０３，６１３，６０３３，７１４，９６４市 債
（一般会計）

２，７５８，０１９２，７３７，３６０２，７１６，６５８２，６５４，０８８２，５４４，８５８ 市 債
（公共下水道事業特別会計）

１６７，２４１２１５，１０４２２０，０２１４３５，９８６５２２，６１１土地開発
公 社

００１７，３６３００開発公社

２６，９５９７３，７０２１１１，９６７１３１，０７７１５０，１７２神奈川県
企 業 庁

６，１６１，７２５６，４０４，９８４６，５７６，７８９６，８３４，７５４６，９３２，６０５合 計

【表１】　会計別歳入（収入）決算額

３１４億９，３４９万円一 般 会 計

８６億１０１万円国民健康保険事業特別会計

５８億１，６１７万円老 人 保 健 特 別 会 計

４３億８，９０１万円公共下水道事業特別会計

２６億５，０１６万円介護保険事業特別会計

２５億３，１３１万円水 道 事 業 会 計

５５４億８，１１５万円合 計

【表２】　会計別歳出（支出）決算額

２９８億７，５７５万円一 般 会 計

８３億１，１１９万円国民健康保険事業特別会計

５７億５，５５４万円老 人 保 健 特 別 会 計

４１億８，８４６万円公共下水道事業特別会計

２５億２，９４０万円介護保険事業特別会計

２６億６，９４６万円水 道 事 業 会 計

５３３億２，９８０万円合 計

【表４】自主・依存財源別歳入内訳
構成比（％）金額（万円）内　　　訳区分

５４．１１，７０２，８８５市 税

自
主
財
源

１．２３７，８０１分担金及び負担金
１．２３８，７８６使用料及び手数料
０．１３，９４０財 産 収 入
０．０９５９寄 附 金
４．２１３１，１６５繰 入 金
４．５１４１，８５５繰 越 金
２．２６８，９８３諸 収 入
６７．５２，１２６，３７４小　 　 　 計
０．９２６，７２６地 方 譲 与 税

依
存
財
源

１．６５１，４８８利子割交付金
３．０９３，４０５地方消費税交付金
０．９２９，１２１自動車取得税交付金

０．６１９，４５１国有提供施設等所在
市町村助成交付金等

２．３７１，３７７地方特例交付金
９．３２９３，２４０地 方 交 付 税
０．１２，３２７交通安全対策特別交付金
７．１２２４，１４７国 庫 支 出 金
３．８１１８，３３３県 支 出 金
２．９９３，３６０市 債
３２．５１，０２２，９７５小　　　　 計
１００．０３，１４９，３４９合　　　　　　　計

【表５】　　性質別歳出内訳
構成比（％）金額（万円）内　　　訳区分

２７．９８２９，７６６人 件 費

消
費
的
経
費

１２．６３７５，３３９物 件 費
２．８８１，７８０維 持 補 修 費
１３．８４１１，４３７扶 助 費
５．９１７７，０２９補 助 費 等
６３．０１，８７５，３５１小　　　　 計

８．９２６４，７６７普通建設事業費
投
資
的
経
費 ８．９２６４，７６７小　　　　　計

１２．９３８３，０１５公 債 費

そ
の
他

３．５１０４，６２５積 立 金
１．１３３，６１３投資及び出資金・貸付金
１０．６３１６，３０４繰 出 金
２８．１８３７，５５７小　 　 　 計
１００．０２，９７７，６７５合　　　　　　計

※この表は、地方財政状況調査の分類方
法を準用していますので、公債費の中の
借換債９，９００万円は除かれています。

【表３】
歳入総額を

市民１人当たりで見ると

２５２，７３４円
１７０億２，８８５万円市　 　 税

１３６，６５６円市 民 １ 人 当 た り

７８億７，３９５万円市 民 税

内　 訳 ７２億６，７３１万円固定資産税

１８億８，７５９万円そ の 他

１４４億６，４６４万円そ の 他 の 収 入

１１６，０７８円市 民 １ 人 当 た り

２９億３，２４０万円地方交付税

内　 訳

２２億４，１４８万円国庫支出金

１４億１，８５５万円繰 越 金

１３億１，１６５万円繰 入 金

１１億８，３３３万円県 支 出 金

５３億７，７２３万円そ の 他

（ ）

健康づくりの推進
　母子保健の充実　　　　　　　　　　５，０１７万円
　成人・老人保健の充実　　　　　１億９，６４１万円
保健衛生の充実
　感染症対策の強化　　　　　　　１億３，１５５万円
　広域大和斎場組合の運営　　　　１億２，１６４万円
医療体制の充実
　医療体制の整備促進　　　　　　２億３，３９９万円
　　健康センター管理運営経費など
　救急医療体制の充実　　　　　　１億１，０９８万円
　老人保健特別会計への繰り出し　３億５，００１万円
　国民健康保険事業特別会計への繰り出し　
　　　　　　　　　　　　　　　　１０億７，５９９万円
　医療費の助成　　　　　　　　　４億６，９６６万円
　　障害者、高齢者、小児医療費の助成
地域福祉の充実
　総合福祉センターの充実　　　　　　３，１６８万円
　社会福祉協議会の支援　　　　　　１億１７９万円
　民生委員児童委員などの活動強化　　２，７７６万円
高齢者福祉の充実
　高齢者保健・福祉施設の整備　　　　３，３３８万円
　多様な在宅サービスの提供　　　１億６，６０６万円
　　独居老人などへの配食サービス、生活支援型デイ
　　サービス、介護支援センター運営事業費など
　介護保険事業特別会計への繰り出し　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　４億８，３２７万円
　就労の確保　　　　　　　　　　　　２，２１５万円
　　シルバー人材センター運営助成事業費など
障害者福祉の充実
　障害者援護施設などの整備・支援　　３，４３２万円
　療育・訓練施設の整備　　　　　１億１，５０８万円
　治療・訓練体制の整備　　　　　３億５，９０１万円
　生活用具などの援助　　　　　　　　３，６７３万円
　介護・看護などの拡充　　　　　　　６，２３１万円
　社会保障制度の充実　　　　　　　　４，５４３万円
　社会参加の促進　　　　　　　　　１億９３８万円
児童・母子等福祉の充実
　活動の場の確保　　　　　　　　　　３，３１５万円
　　児童館管理運営事業費など
　児童ホームの推進　　　　　　　　　５，６３２万円
　生活支援の拡充　　　　　　　　　　５，８９７万円
　　ひとり親家庭等医療費助成事業費など
　保育体制の整備　　　　　　　　１０億６，８６５万円

低所得者福祉の充実
　援護対策の充実　　　　　　　　１２億７，１３３万円

教育環境の整備
　学校施設の整備　　　　　　　　９億７，０３１万円
　健康診断・相談の充実　　　　　　　５，４１７万円
　学校給食の充実　　　　　　　　１億１，５６２万円
　幼稚園就園奨励の推進　　　　　　１億１９３万円
　就学援助の充実　　　　　　　　　　６，６２７万円
教育活動の充実
　多様な教育の推進　　　　　　　１億３，６１４万円
　　小・中学校の教材整備事業費など
　国際理解教育の推進　　　　　　　　１，３２６万円
　情報教育の推進　　　　　　　　１億８，２００万円
　　小学校パソコン教室改造、小・中学校パソコン機
　　器導入事業費など
生涯学習の推進
　学習活動の充実　　　　　　　　　　２，５８７万円
　公民館の整備・充実　　　　　　　　６，５９９万円
　図書館の整備・充実　　　　　　１億４，１０４万円
市民文化の向上
　市民文化会館の充実　　　　　　　２億６７０万円
　文化活動の充実　　　　　　　　　　　６９６万円
青少年の育成
　活動の場の整備・充実　　　　　　　２，０７２万円
　野外活動施設の整備・充実　　　　　１，７２５万円
スポーツ・レクリエーションの振興
　スポーツ施設の整備・充実　　　　３億７２９万円
　　市民体育館、プール、グラウンド、テニスコー
　　トなどの管理運営経費など

市街地の形成
　住環境の多面的整備　　　　　　　　２，０８９万円
　　鈴鹿長宿街なみ環境整備事業費など

公園・広場の充実
　公園施設の充実　　　　　　　　　　４，５６５万円
　管理運営の充実　　　　　　　　１億２，３３８万円
道路網の整備
　幹線道路の整備　　　　　　　　２億６，７５２万円
　生活道路の整備　　　　　　　　３億２，６４３万円
　バリアフリー化の推進　　　　　１億１，６１０万円
　管理体制の充実　　　　　　　　４億４，０３７万円
　　道路補修、側溝整備、道路台帳整備事業費など
下水道・河川の整備
　公共下水道事業特別会計への繰り出し　　１２億円
　都市下水路などの整備　　　　　　　２，８４５万円
　治水対策の推進　　　　　　　　１億５，１００万円
　管理体制の充実　　　　　　　　　　５，３８０万円
地域環境の充実
　緑地の確保　　　　　　　　　　　　４，６９１万円
　市営住宅の整備　　　　　　　　　１億１０２万円
廃棄物対策の推進
　処理体制の充実　　　　　　　　　１０億１２７万円
　　高座清掃施設組合運営、塵芥収集、粗大ごみ収集
　　運搬事業費など
　資源物有効利用の促進　　　　　２億８，１７６万円
　　資源物分別収集、リサイクルセンター管理運営事
　　業費など
防災対策の推進
　情報収集・伝達体制の確立　　　　　２，０６４万円
　災害対策の推進　　　　　　　　１億１，８４１万円
消防対策の推進
　消防活動拠点などの整備　　　　１億６，０８３万円
　救急体制の充実　　　　　　　　　　３，９２１万円
　消防団の充実　　　　　　　　　　　６，６６７万円
防犯体制の充実　
　防犯機器の整備　　　　　　　　　　２，１７７万円
交通安全対策の推進
　交通安全施設の整備　　　　　　　　３，７１６万円
　交通環境の整備　　　　　　　　　　２，０２４万円
　　放置自転車対策、市営自転車駐車場運営事業費な
　　ど
　交通安全組織の育成　　　　　　　　２，５５５万円

都市農業の振興
　生産基盤整備の推進　　　　　　　　３，７３４万円

　生産・供給体制の強化　　　　　　　２，０１３万円
商業の振興
　商業活動の支援　　　　　　　　　　　８０６万円
　経営安定の支援　　　　　　　　　　１，７７５万円
　観光事業の充実　　　　　　　　　　１，２６６万円
工業の振興
　中小企業の育成　　　　　　　　　２億７３０万円
勤労者福祉の向上
　雇用の確保　　　　　　　　　　　　１，５４９万円
　生活安定対策の推進　　　　　　１億５，２２５万円

コミュニティ活動の推進
　コミュニティセンターの整備　　　　　７８６万円
　地域集会所などの整備　　　　　　　１，８１４万円
　コミュニティ施設管理運営の支援　　８，０２７万円
市民参加の推進
　広報の充実　　　　　　　　　　　　３，４８９万円

行政機能の充実
　機動的な組織体制　　　　　　　　　８，４８２万円
　　人事・給与管理システム開発、人事管理経費など
　合理的な執行体制　　　　　　　８億３，０３３万円
　　市庁舎維持管理、電子計算業務、戸籍事務コンピ
　　ューター化事業費など
　市民参加の推進　　　　　　　　２億５，２６４万円
　　選挙経費や議会経費など
健全な財政運営
　自主財源の確保　　　　　　　　　１億５６７万円
　　市税の賦課徴収経費など

平成１３年度決算の状況（一般会計）
みみずずかかららををいいたたわわりり

互互いいにに励励ままししととももにに生生ききるる

《《健健康康・・福福祉祉》》 ののびびややかかにに学学びび
自自由由にに創創造造しし多多彩彩にに表表現現すするる

《《教教育育・・文文化化》》

水水かかががややきき緑緑かかおおりり
風風おおどどるる空空間間

《《都都市市環環境境》》

土土をを友友ととしし未未来来をを創創りり
夢夢ををははぐぐくくむむままちち

《《産産業業》》

人人ををつつななぎぎままちちををつつななぎぎ
世世界界ををつつななぐぐ対対話話ののままちち

《《市市民民活活動動》》

《《計計画画をを推推進進
すするるたためめにに》》

教育債教育債�
１５１億６，７２３万円万円�
（４７．３％）�

臨時税収補臨時税収補てん債てん債�
住民税等減税補住民税等減税補てん債てん債�
臨時財政対策債臨時財政対策債�
６２億２，８００万円万円�
（１９．４％）�

公営住宅債公営住宅債�
庁舎債庁舎債�
４９億６，０２８万円万円�
（１５．４％）�

土木債土木債�
２４億６，８２５万円万円�
（７．７％）�

教育債�
１５１億６，７２３万円�
（４７．３％）�

臨時税収補てん債�
住民税等減税補てん債�
臨時財政対策債�
６２億２，８００万円�
（１９．４％）�

公営住宅債�
庁舎債�
４９億６，０２８万円�
（１５．４％）�

土木債�
２４億６，８２５万円�
（７．７％）�

民生債�
１８億６，８８８万円�
（５．８％）�

その他�
１４億２４２万円�
（４．４％）�

総　額�
３２０億９，５０６万円�

※市債とは、市の実施する建設的な事業において、�
一時に多額の資金が必要なときの財源調達法の一�
つで、長期にわたる借入金をいいます。�

【グラフ３】　平成１３年度末一般会計市債残高
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諸 支 出 金 �

農林水産業費�

労　働　費�

商　工　費�

議　会　費�

消　防　費�

衛　生　費�

教　育　費�

土　木　費�

公　債　費�

総　務　費�

民　生　費�

100 20 30 40 50 60 70 80 90
億円�

73億444万円（24.4％）�
81億4,826万円（26.5％）�

51億8,508万円（17.4％）�
52億7,297万円（17.1％）�

39億2,915万円（13.1％）�
39億6,079万円（12.9％）�

37億3,011万円（12.5％）�
35億9,219万円（11.7％）�

36億6,710万円（12.3％）�
38億3,269万円（12.5％）�

34億1,636万円（11.4％）�
35億2,878万円（11.5％）�

16億9,807万円（5.7％）�
15億5,360万円（5.0％）�

3億708万円（1.0％）�
3億803万円（1.0％）�

2億8,860万円（1.0％）�
2億3,848万円（0.8％）�

1億6,666万円（0.6％）�
1億6,185万円（0.5％）�

1億6,293万円（0.5％）�
1億3,867万円（0.4％）�

2,017万円（0.1％）�
3,812万円（0.1％）�

平成13年度　298億7,575万円�
平成12年度　307億7,443万円�

そ　の　他�

地方消費税�
交　付　金�

繰　越　金�

市　　　債�

県 支 出 金 �

繰　入　金�

国庫支出金�

地方交付税�

市　　　税�

200 40 60 80 100 120 140 160 180
億円�

170億2,885万円（54.1％）�
171億6,285万円（53.3％）�

29億3,240万円（9.3％）�
35億2,417万円（11.0％）�

22億4,147万円（7.1％）�
20億5,908万円（6.4％）�

14億1,855万円（4.5％）�
10億7,710万円（3.4％）�

13億1,165万円（4.2％）�
14億9,468万円（4.6％）�

11億8,333万円（3.8％）�
12億8,202万円（4.0％）�

9億3,405万円（3.0％）�
9億6,178万円（3.0％）�

9億3,360万円（2.9％）�
12億3,520万円（3.8％）�

平成13年度　314億9,349万円�
平成12年度　321億9,299万円�

35億959万円（11.1％）�
33億9,611万円（10.5％）�

【グラフ 2】　　　　　　目的別歳出構成比推移【グラフ１】　　　　　目的別歳入構成比推移

【表７】　　　　　　　市の主な財産

３１億２，２５５万円基 金

２億３，８５８万円有 価 証 券 な ど

８２１，０４８㎡土 地

２５４，９２３㎡建 物

繰入金繰入金�
１２億円億円�
（２７．３％）�

使用料及使用料及び手数料手数料�
１１億７８０万円万円�
（２５．２％）�

市債市債�
９億６，８００万円万円�
（２２．１％）�

繰越金繰越金�
６億１，３８６万円万円�
（１４．０％）�

繰入金�
１２億円�
（２７．３％）�

使用料及び手数料�
１１億７８０万円�
（２５．２％）�

市債�
９億６，８００万円�
（２２．１％）�

繰越金�
６億１，３８６万円�
（１４．０％）�

国庫支出金�
４億２，０００万円�
（９．６％）�

その他�
７，９３５万円�
（１．８％）�

歳　入�
４３億８，９０１万円�

公債費公債費�
１８億９，１３６万円万円�
（４５．１％）�

建設費建設費�
１７億３，３４１万円万円�
（４１．４％）�

公債費�
１８億９，１３６万円�
（４５．１％）�

建設費�
１７億３，３４１万円�
（４１．４％）�

歳　出�
４１億８，８４６万円�

総務費総務費�
５億６，３６９万円万円�
（１３．５％）�

総務費�
５億６，３６９万円�
（１３．５％）�

　　公共下水道事業【グラフ６】

支払基金交付金支払基金交付金�
３９億６，８８５万円万円�
（６８．２％）�

国庫支出金国庫支出金�
１１億３，２７４万円万円�
（１９．５％）�

支払基金交付金�
３９億６，８８５万円�
（６８．２％）�

国庫支出金�
１１億３，２７４万円�
（１９．５％）�

繰入金�
３億５，００１万円�
（６．０％）�

その他�
３億６，４５７万円�
（６．３％）�

歳　入�
５８億１，６１７万円�

医療諸費医療諸費�
５６億７，９９７万円万円�
９８．７％�
�

医療諸費�
５６億７，９９７万円�
９８．７％�
�

諸支出金�
７，５５７万円�
１．３％�

歳　出�
５７億５，５５４万円�

�

　 老 人 保 健【グラフ５】

支払基金交付金支払基金交付金�
７億２，３８３万円万円�
（２７．３％）�

繰入金繰入金�
６億４，２３４万円万円�
（２４．２％）�

国庫支出金国庫支出金�
５億１，１９５万円万円�
（１９．３％）�

介護保険料介護保険料�
３億８，８０７万円万円�
（１４．７％）�

県支出金県支出金�
２億８，１２５万円万円�
（１０．６％）�

支払基金交付金�
７億２，３８３万円�
（２７．３％）�

繰入金�
６億４，２３４万円�
（２４．２％）�

国庫支出金�
５億１，１９５万円�
（１９．３％）�

介護保険料�
３億８，８０７万円�
（１４．７％）�

県支出金�
２億８，１２５万円�
（１０．６％）�

その他�
１億２７２万円�
（３．９％）�

歳　入�
２６億５，０１６万円�

保険給付費保険給付費�
２１億９，１３６万円万円�
（８６．６％）�

保険給付費�
２１億９，１３６万円�
（８６．６％）�

総務費�
１億９，９５７万円�
（７．９％）�

諸支出金�
７，５４７万円�
（３．０％）�

基金積立金�
５，００７万円�
（２．０％）�

財政安定化�
基金拠出金�
１，２９３万円�
（０．５％）�

歳　出�
２５億２，９４０万円�

　　 介護保険事業【グラフ７】

国庫支出金国庫支出金�
２５億２，６５５万円万円�
（２９．４％）�

繰入金繰入金�
１２億９，６９３万円万円�
（１５．１％）�

療養給付費交付金療養給付費交付金�
１２億９，６５９万円万円�
（１５．１％）�

その他�
３億５，１００万円�
（４．０％）�

国民健康保険税国民健康保険税�
３１億２，９９４万円万円�
（３６．４％）�

国庫支出金�
２５億２，６５５万円�
（２９．４％）�

繰入金�
１２億９，６９３万円�
（１５．１％）�

療養給付費交付金�
１２億９，６５９万円�
（１５．１％）� 国民健康保険税�

３１億２，９９４万円�
（３６．４％）�

歳　入�
８６億１０１万円�

保険給付費保険給付費�
５３億２，５２８万円万円�
（６４．１％）�

老人保健拠出金老人保健拠出金�
２２億１，４９０万円万円�
（２６．６％）�

保険給付費�
５３億２，５２８万円�
（６４．１％）�

老人保健拠出金�
２２億１，４９０万円�
（２６．６％）�

介護納付金�
３億９，６９１万円�
（４．８％）�

その他�
３億７，４１０万円�
（４．５％）�

歳　出�
８３億１，１１９万円�

国民健康保険事業【グラフ４】
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/、『座間テレホンニュース』1０４６（２５１）９０００でも案内しています。

広報ざま【座間市のお知らせ】No.６７８　　平成１４年（２００２年）１２月１５日●６ 

２老人ホーム（海老名市上今泉４－
７－１）▽内容＝負担の少ない移動
介助の方法▽定員＝２０人（先着順）▽
参加費＝無料▽申込方法＝電話でえ
びな南高齢者施設1０４６（２３８）７６８１へ
〇育児・介護・家事代行の情報を提
　供「フレーフレー・テレフォン神
　奈川」
　（財）２１世紀職業財団では、保育所
やベビーシッターなどの「保育情報」、
高齢者向け福祉サービスや民間ホー
ムヘルパーなどの「介護情報」、家
政婦紹介所や家事代行サービスなど
の「家事代行情報」を提供していま
す。
▽とき＝月曜～金曜日午前９時３０分
～午後４時３０分（祝日を除く）▽費
用＝無料▽電話番号＝1０４５（６８１）２０ 
２０
〇再就職希望登録者支援事業
　（財）２１世紀職業財団では、育児や
介護のために退職した方の再就職を
支援しています。登録は無料です。
お気軽にお問い合わせください。
▽申込方法＝電話で同財団神奈川事
務所 1０４５（２２４）８０４２へ
〇平成１５年度県政モニター募集
▽内容＝①インターネット②郵送で
回答する県政課題についてのアンケ 
ート調査や会議への出席など▽対象
＝平成１５年４月１日現在満２０歳以上
の県内在住者（日本語を使える外国
籍の方を含む。公務員や公職にある
方、平成１２年度以降の県政モニター
経験者は応募不可）▽定員＝①②と
も２００人▽任期＝平成１５年４月～平
成１６年３月▽申込方法＝県庁や県各
地区行政センター内県政情報センタ 
ー、各市区町村窓口などで配布する
用紙に必要事項を記入の上、１月３１
日までに郵送（ホームページｈｔｔｐ：//
ｗｗｗ．ｐｒｅｆ．ｋａｎａｇａｗａ．ｊｐ/ｏｓｉｒａｓｅ/
ｋｏｈｏｋｅｎｍｉｎ/ｓｈｕｍｏｎｉ/ｉｎｄｅｘ８．ｈｔ
ｍからの申し込みも可）▽問い合わ
せ先＝県広報県民課1０４５（２１０）３６６９
〇県立生命の星・地球博物館
　特別展「ザ・シャーク」
▽とき＝平成１５年３月２日（日）まで
（祝日を除く毎週月曜日および１２月
２９日～１月３日、２月１２日は休館）
の午前９時～午後４時３０分（入館は
午後４時まで）▽ところ＝同博物館
（小田原市入生田４９９）特別展示室▽
内容＝サメの歯の化石やはく製、骨
格標本などを展示し、サメの進化の
歴史を紹介▽観覧料＝２００円、２０歳
未満および学生１００円、高校生以下
および６５歳以上無料（入場料別途５１０
円、２０歳未満および学生３００円、高
校生以下および６５歳以上無料）▽問
い合わせ先＝同館1０４６５（２１）１５１５

◇地域福祉ふれあい基金へ
▽８万７７００円＝よもぎの会会長大目
登▽４万８０２円＝座間ニューモラルク
ラブ代表長谷川光▽１万円＝市たば
こ販売協議会女性部部長大沢しげ子

〇内　容　人形劇、おはなし会
〇対　象　幼児～小学生（幼児は保
　護者同伴）
〇入　場　自由

◆ひがし子どもクリスマス会
〇と　き　１２月２５日午前１０時～正午
〇内　容　クリスマスの歌を歌おう、
　キャンドル点灯式、大型紙芝居「お
　むすびころりん」、人形劇「テー
　チャとあひるの子」、映画「神様
　がくれたクリスマスツリー」、手品、
　ゲームほか
〇入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆新春卓球大会
〇と　き　平成１５年１月５日午後１
　時～４時
〇内　容　実力ごとに分かれて卓球
　を楽しむ
〇対　象　小学生以上
〇定　員　３０人（先着順）
〇持ち物　ラケット（持っている方）、
　タオル、飲み物
〇申込方法　１２月２７日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ
◆まゆ玉クラフト教室
〇と　き　１月１１日午前１０時～正午
〇内　容　来年のえとのひつじをま
　ゆ玉で作る
〇講　師　県まゆ玉技術指導士　鈴
　野好子さん　
〇対　象　小学生以上（親子での参
　加も可）
〇定　員　２０人（先着順）
〇参加費　１５０円（材料代）
〇持ち物　かまぼこの板、はさみ、
　木工用ボンド
〇申込方法　１月５日までに直接・
　電話・ファクスで同センターへ

◆地球を救え！
　～身近な自然ウオッチング～
〇と　き　①平成１５年２月１日②８
　日③１５日④３月１日いずれも土曜
　日午前１０時～正午（全４回）
〇ところ　①～③県立座間谷戸山公
　園④青少年センター
〇内　容　樹木や草花などの観察を
　通して、自然環境の保全方法につ
　いて学ぶ
〇対　象　１０歳～１８歳
〇定　員　２０人（先着順）
〇参加費　無料
〇持ち物　筆記用具、ノート、水筒
〇申込方法　１２月１７日午前１０時から
　直接・電話で同センターへ

〇ＷＥ講座「手から手へ！顔の見え
　る支援活動」
▽とき＝１２月１６日午前１０時～正午▽
ところ＝総合福祉センター講習室▽
内容＝ＮＰＯ法人ＷＥジャパン座間
が支援するタイの朝市を運営する現

地の農家を招いたシンポジウムと交
流会▽定員＝３０人▽参加費＝無料▽
問い合わせ先＝1０４６（２５１）３７２０（浅
羽）
〇応援します！げんき家族２１
　野菜たっぷり幼児食調理実習
▽とき＝平成１５年１月３０日午前１０時
～午後２時▽ところ＝市民健康セン
ター栄養指導室▽対象＝就学前の子
どものいる方▽定員＝２０人（先着順）
▽参加費＝無料▽申込方法＝電話で
1０４６（２４７）２４０５（青木）へ
〇「フリースペース宝島」ボランテ 
　ィア募集
【遊びボランティア】▽とき＝毎月
第２・第４土曜日午前１０時～午後５
時および毎月１回月曜・木曜日午後
３時３０分～５時（このうち都合の良
い日１日でも半日でも可）▽ところ
＝総合福祉センター▽内容＝知的障
害児の体操、ハイキング、ボーリン
グ、料理などの活動補助▽対象＝高
校生以上▽申込方法＝電話・ファク
スで 15０４６（２５８）０３６０（宮本）へ
【ふれあいキャンプボランティア】
▽とき＝平成１５年２月８日（土）～
９日（日）▽ところ＝横浜あゆみ荘
（横浜市都筑区葛が谷２－３）▽内
容＝知的障害児のプール、キャンド
ルファイアなどの活動補助▽対象＝
高校生以上▽参加費＝１０００円▽申込
方法＝１月８日までに電話・ファク
スで 15０４６（２５８）０３６０（宮本）へ
〇「ベルホーム」ボランティア募集
　特別養護老人ホームベルホームで
は、業務の補助をしていただくボラ
ンティアを募集しています。午前９
時から午後６時までの都合の良い時
間でのボランティアです。興味のあ
る方はお気軽にお問い合わせくださ
い。
▽業務内容＝清掃、洗濯、行事の補
助、入所者の相手など▽対象＝１８歳
以上▽問い合わせ先＝同ホーム1０４ 
６（２５７）１１２１（坂間）
〇台樹会書作展
▽とき＝１２月１８日～２１日午前１０時～
午後５時▽ところ＝市民文化会館ギ
ャラリー▽内容＝書道作品の展示▽
入場料＝無料▽問い合わせ先＝1０４
６（２５１）０９８４（山本）
〇相模野・相武台一輪車クラブ
　さわやか第１５回ＺＡＭＡ室内一輪
　車発表会
▽とき＝１２月２３日午後１時～▽とこ
ろ＝市民体育館▽内容＝ペア（二人
組）およびグループ（団体）演技▽
入場＝自由▽問い合わせ先＝1０４６ 
（２５４）７４６９（中川）
〇小・中学生囲碁大会・教室
▽とき＝平成１５年１月１９日午前１０時
～午後３時（午前９時３０分～受け付
け）▽ところ＝市公民館▽内容＝実
力ごとに分かれての対局、初心者を
対象とした教室▽参加費＝無料▽申
込方法＝平成１５年１月１０日までに電
話・ファクスで市囲碁連盟事務局1 

5０４６（２５３）０７０５（工藤）へ
○介護者教室
▽とき＝平成１５年１月１２日午後１時
３０分～３時３０分▽ところ＝中心荘第

〇と　き　平成１５年１月２７日～３月
　１１日（火）〔全３０回〕
〇対　象　危険物施設で危険物の貯
　蔵取扱作業に従事する次のいずれ
　かに該当する方①免状の交付を受
　けた日から３年以内②前回の講習
　を受けた日から３年以内③危険物
　の取扱作業に従事することになっ
　た日から１年以内　
〇受講料　４７００円
〇申込方法　担当および東・北分署
　に備え付けの申請書に必要事項を
　記入の上、１月９日までに郵送
※講習日、講習会場などは、講習の
種別により異なりますので、詳しく
は、担当へお問い合わせください。
担当　　　　　　　消防本部予防課
　1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

（タイトル）
〇と　き　平成１５年２月２３日（日）
〇ところ　神奈川大学横浜キャンパ
　ス（横浜市神奈川区六角橋３－２７
　－１）　
〇試験の種類　甲種・乙種４類
〇受験資格　乙種４類は制限無し
〇申込方法　担当および東・北分署
　に備え付けの申請書に必要事項を
　記入の上、１月６日から２７日まで
　に受験案内書に記載されている郵
　送先あて郵送
担当　　　　　　　消防本部予防課
　1０４６（２５６）２２１１ 5０４６（２５６）２２１５

〇と　き　１２月１５日～平成１５年２月
　２日（日）午前９時～午後５時　
〇ところ　市民文化会館（ハーモニ
　ーホール座間）常設展示室
〇内　容　昭和４０年代の座間のまち
　並みや生活風景を現在と比較する
　パネル展示
〇入　場　自由
担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７６ 5０４６（２５２）４３１１

　

◆北文クリスマス会
〇と　き　１２月２２日午前１０時～正午

みんなの広場�

危険物取扱者試験

常設展示室企画
「昭和４０年代の座間」

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９危険物取扱者保安講習会

市内の交通事故件数

負傷者死者件数
１０６２５　８９０１４年
１０８０３８７２１３年
－１８＋２＋１８増減

平成１４年１月１日～１１月３０日
（物件事故を含まず）

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

善意のともしび�
（敬称略）�
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担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�

保赤ちゃん教室
▽とき＝平成１５年１月１６日（木）午前１０時～１１時３０分
▽ところ＝市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方
・すすめ方、子どもの発達や予防接種について▽対象
＝５カ月～６カ月児とその保護者▽持ち物＝母子健康
手帳、離乳食用スプーン▽申込方法＝電話予約

内　容と　き
自己紹介、妊婦体操、
妊娠中の過ごし方

平成１５年１月１７日（金）
午後１時３０分～４時

妊娠中の歯の衛生、
赤ちゃんの衣類

１月２３日（木）
午前９時３０分～１１時３０分　

疑似体験、
先輩ママに聞く「子育て」

１月２５日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

妊娠中の栄養
１月２７日（月）
午後２時～４時

赤ちゃんの 沐浴 、
もくよく

これからに向けて
２月１日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

電　話所在地医療機関名診療月日
1０４６（２５５）３２１１東原１丁目座間厚生病院１２月１５日

外　

科

1０４６（２５６）００１１相模が丘６丁目相 模 台 病 院１２月２２日
1０４６（２５１）４１１１立野台３丁目座間中央病院１２月２３日
1０４２（７４３）５６０７相模が丘１丁目山下整形外科１２月２９日
1０４６（２５３）４３３３入谷４丁目内山外科整形外科１２月３０日
1０４６（２５６）１１７７入谷５丁目井上外科整形外科１２月３１日
1０４６（２５６）５１１１相武台１丁目相 武 台 病 院１月１日
1０４６（２５６）００１１相模が丘６丁目相 模 台 病 院１月２日
1０４６（２５１）４１１１立野台３丁目座間中央病院１月３日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科１２月１５日

婦
人
科

1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院１２月２２日
1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科１２月２３日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科１２月２９日
1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院１２月３０日
1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科１２月３１日
1０４６（２５３）３５１１相武台１丁目シロタ産婦人科１月１日
1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院１月２日
1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科１月３日

●休日診療
◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、
　　　　　　午後２時～４時４５分、午後６時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）９０９０
◆歯　科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）８２１７
◆耳鼻咽喉科
　受付時間　午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～
　　　　　　４時３０分
　診療場所　相模原南メヂカルセンター
　　　　　　（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００
◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

予救急診療

●土曜日夜間診療
◆内科・小児科
　受付時間　午後６時～９時４５分　　　　　　
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）1０４６（２５２）９０９０
●夜間診療
　診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　　（休日）午後１０時以降
　診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９へ
　　　　　　お問い合わせください。
問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）
　　　　5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。

保もぐもぐ教室
▽とき＝平成１５年１月２０日（月）午前１０時～１１時３０分
▽ところ＝市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ
方、子どもの発達について▽対象＝７カ月～８カ月児
とその保護者▽持ち物＝母子健康手帳、マグカップ、
ティースプーン▽申込方法＝電話予約

リ発達相談
▽とき＝平成１５年１月１０日（金）午前９時～正午▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達
面での心配について理学療法士が相談に応じます▽対
象＝生後４カ月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

保育児相談
▽とき＝１２月２０日（金）午前９時３０分～１０時３０分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定と
食事・発育状態・しつけの相談▽持ち物＝母子健康手
帳▽申込方法＝直接会場へ

保母親父親教室

▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初産で妊娠１６週
以降の方と夫▽受講料＝５００円（テキスト代）▽持ち
物＝母子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝平成１５年１
月１６日（木）までに担当へ
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　小・中学生の予防接種は、
次のとおりとなっています。
該当する学年で、まだ接種
していない場合は、３月末
日までに決められた医療機
関で接種してください。費
用は無料です。
　なお、予防接種には、保
護者の署名が必要ですので、
必ず保護者が同行して接種
を受けてください。
◆日本脳炎＝①小学４年生時に１回②中学３年生
　時に１回
◆２種混合＝小学６年生時に１回
担当　　　　　　　　　　　　　　　市民健康課
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 野地  心穏    ちゃん

の じ  し お ん

Ｈ１４．１．１１生まれ　男
さがみ野１丁目

 小泉  美羽    ちゃん

こいずみ み う

Ｈ１４．４．１６生まれ　女
緑ヶ丘３丁目

 野口  征秀    ちゃん

の ぐ ち  ゆきひで

Ｈ１４．３．３生まれ　男
座間２丁目

 成田  美桜    ちゃん

な り た  み お

Ｈ１４．２．２２生まれ　女
入谷１丁目

 　川  智貴    ちゃん

よしかわ と も き

Ｈ１４．２．１４生まれ　男
入谷１丁目

保なかよしベビークラス
▽とき＝平成１５年１月２３日
（木）午前１０時～１１時３０分▽
ところ＝市民健康センター▽
内容＝新しい友達をつくりた
い保護者のための教室です。
赤ちゃんと楽しい遊びをしま
す▽対象＝３カ月～４カ月児
とその保護者▽定員＝３０人▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込
方法＝電話予約

保成人・老人健康相談
▽とき＝１２月１６日（月）午前９時３０分～１０時３０分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝身体測定、
尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝健康
手帳▽申込方法＝直接会場へ

保個別健康相談
▽とき＝平成１５年１月１４日（火）午前１０時～１０時４５分、
午前１０時４５分～１１時３０分▽ところ＝市役所１階市民健
康課▽内容＝健康全般について栄養士・保健師が相談
に応じます▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には
当日発行します）▽申込方法＝電話予約

予街頭献血
▽とき＝１２月１６日（月）午前１０時～正午、午後１時～
３時▽ところ＝座間市役所▽主催＝座間市

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所1046(224)1111

医療関係者は届け出を 子ども専門相談
▽とき＝平成１５年１月９日（木）午後１時～２時▽内
容＝子どもの発育・発達、子育てについて小児科医、
臨床心理士、理学療法士などが相談に応じます▽申込
方法＝電話予約

子ども整形外科相談
▽とき＝平成１５年１月２３日（木）午後１時～２時▽対象
＝１８歳未満で特に心配のある方▽申込方法＝電話予約

障害児歯科相談
▽とき＝平成１５年１月９日（木）▽対象＝心身に障害
のある６歳未満の幼児▽申込方法＝電話予約

大人の歯茎検診
▽とき＝平成１５年１月２８日
（火）▽対象＝２０歳～３９歳
▽内容＝歯と歯茎の健康を
保つための検診とブラッシ
ング指導▽申込方法＝電話
予約

エイズ無料検査
▽とき＝毎週月曜日午後１時３０分～３時受け付け（電
話相談は随時）▽申込方法＝電話予約

　１２月３１日現在で次に該当する医療関係者は、保健福
祉事務所への届け出が必要です。なお、用紙は保健福
祉事務所で配布中です。
▽対象＝①医療関係職に従事している医師、歯科医師、
薬剤師②医療関係職に従事していない医師、歯科医師、
薬剤師③医療関係職に従事している歯科衛生士、歯科
技工士、保健師、助産師、看護師、准看護師▽届け出
期限＝平成１５年１月１５日（水）まで（土曜・日曜日、
祝日および年末年始を除く）▽届け出先＝①③就業地
の保健福祉事務所②住所地の保健福祉事務所

女性の保健相談
▽とき＝平成１５年１月１６日（木）午後１時３０分～▽と
ころ＝厚木保健福祉事務所別館１階保健相談室▽内容
＝女性医師による思春期から更年期までの女性の健康
相談▽相談医＝北里大学病院産婦人科今井愛さん▽申
込方法＝電話予約

栄養専門相談
▽とき＝平成１５年１月７日、２１日いずれも火曜日午前
９時～午後４時▽内容＝病気のある方などの食事相談
▽申込方法＝電話予約

専門医による精神保健相談
▽とき＝①平成１５年１月８日（水）②１５日（水）③２３
日（木）いずれも午後１時３０分～４時▽ところ＝①総
合福祉センター②③厚木保健福祉事務所▽内容＝心の
病気の治療や社会復帰などの相談、アルコール・薬物
・シンナーなどの依存症の相談▽申込方法＝電話予約

外国籍県民結核健康診断
▽とき＝毎週月曜日午前９時～１０時３０分▽費用＝無料
▽申込方法＝直接会場へ
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　座間市に住民登録のある昭和５４年４月
２日から昭和６２年１０月１日生まれの方の
うち、中学生時に風しんまたは３種混合
の予防接種を受けていない方は、市と契
約している医療機関において、平成１５年
９月３０日まで無料で風しんの予防接種が
受けられます。健康保険証をお持ちにな 
って、該当する医療機関をお訪ねくださ
い。
　詳しくは、担当へお問い合わせくださ
い。
担当　　　　　　　　　　　市民健康課
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【座間市のお知らせ】

◆平成１４年（２００２年）１２月１５日発行
◆座間市企画部市民情報課編集
　〒２２８-８５６６　神奈川県座間市緑ヶ丘１-１-１
　1０４６（２５５）１１１１（代） 5０４６（２５５）３５５０
　URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
　i モード：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
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こ
の
大
会
は
、
次
代
を
担
う

青
少
年
が
心
身
共
に
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
が
、
大
き
な
目
的
で
す
。

　

会
場
で
は
、
中
学
生
の
主
張

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
と
善

行
ほ
う
賞
受
賞
者
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

中学生の主張作文�
コンクール入賞者と�
善行ほう賞受賞者を表彰�

青少年健全育成大会�

☆
最
優
秀
賞
▽
「
命
を
考
え
る

…
コ
リ
ド
ラ
ス
の
死
」
上
床
嘉

（
西
中
二
年
）

☆
優
秀
賞
▽
「
命
に
つ
い
て
」

名
倉
か
お
り
（
栗
原
中
一
年
）

▽
「
私
が
大
人
に
期
待
す
る
こ

と
」
大
沢
翔
太
郎
（
栗
原
中
二

年
）
▽「
環
境
保
護
に
つ
い
て
」

水
戸
部
七
絵
（
栗
原
中
二
年
）

▽
「
私
が
大
人
に
期
待
す
る
こ

と
」
島
倉
愛
（
相
模
中
三
年
）

▽
「
私
が
社
会
や
他
人
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
」
本
野
友
美

（
南
中
学
校
三
年
）

　市公民館はこのたび、文部科学省から
「優良公民館」として表彰を受けました。
　この賞は、事業内容やその実施方法に
特色があり、地域の皆さんの学習活動に
大きく貢献している公民館を全国から選
出し表彰するもので、今年で５５回目。
　昭和２９年に開館した同館は、地域の文
化祭「公民館祭り」のほか、社会奉仕体験
活動や自然科学体験活動、養護学校生徒との交流などを積極的に取り入
れ、市民の要望や意見を生かした事業の展開が評価され、今回の受賞と
なったものです。中でも「ふれあい自然科学クラブ」は、実験・観察な
どを通して子どもたちが自ら考え感性をはぐくむ事業として、高く評価
されました。
　これからも市民の皆さんに愛され、共に歩む公民館として努力してい
きます。

　市立旭小学校（河合寛行校長・児童数６１１人）の６年生１０７人が、自ら
作った「手作りみそ」を試食しました。
　この試食会で使われたみそは、市内の農家の女性でつくる生活改善グ
ループ「八華会」（有山久子代表・会員数７人）などの協力で、同校が
「総合的な学習の時間」の一環として取り組んだものです。児童は、昨
年７月の苗植え、その後の水まき・除草を経て１１月に無事大豆を収穫し
ました。１２月に仕込まれた大豆は１年間の熟成期間を経て完成し、よう
やく試食となりました。
　各グループごとにラーメンやハンバーグ、チャーハン、サンドイッチ
など、みそを使った個性あふれるさまざまな献立を考え出しました。調
理中に、みそを直接味見した児童からは、「家のおみそとは違う味がし
ます」「とってもおいしそうなにおい！早く食べたーい！」との感想が
聞かれました。
　出来上がった料理には、あちこち
から「おいしい！」との歓声が上が
り、大満足の試食会となりました。
　児童は、「自分たちが作った」み
そを使い「自分たちで作った」料理
を通じて、自然の恵みと働くことの
大切さを知るすばらしい体験ができ
たようです。
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　市では、新成人となる皆さんの新し
い門出を祝い「成人式」を開催します。
　今回、年明けの成人の日に成人式を
迎える皆さんは、昭和５７年４月２日か
ら昭和５８年４月１日までに生まれた１４ 
８５人（男性７９６人、女性６８９人）です。
　当日は、事前に送付しています案内
状を持参の上、ご来場ください。
〇と　き　１月１３日（月）午前１１時～
　正午（午前１０時～受け付け）
〇ところ　市民文化会館（ハーモニー
　ホール座間）大ホール
※案内状が届いていない方は、担当へ
お問い合わせください。
担当　　　　　　　　　　　青少年課

1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

おいしいね！手作りみそを使った手作り料理！おいしいね！手作りみそを使った手作り料理！
旭小学校児童が「手作りみそ」の試食会旭小学校児童が「手作りみそ」の試食会
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　県央小売酒販組合座間支部（熊切義和支部
長・会員数７０人）が、市の花ヒマワリの種を
原料とした焼酎「ひまわり」を完成させまし
た。
　この焼酎は、同支部青年部が本市の夏の風
物詩ヒマワリから、新しい特産物を作ろうと
研究を重ねてきたもの。市内各地のひまわり
広場で収穫された３８０キログラムの種は、市ひ
まわり推進協議会（小林多賀雄会長・会員数
１３０人）や福岡県の酒造メーカーなどの協力を
得て、３０００本のおいしい焼酎になりました。
今年の夏に素晴らしい景色を見せてくれたヒ
マワリが、香ばしくまろやかな飲み口の焼酎
に生まれ変わったのです。

　全国でも珍しいこのヒマワリ焼酎は、１２月１７日から１本（７２０ミリリ 
ットル入り）１１００円（消費税別）で販売を開始します。座間に生まれた
新しい味をどうぞお楽しみください。詳しくは、産業課1０４６（２５２）７６０１
へお問い合わせください。

　晩秋の県立座間谷戸山公園では、
６月から続けてきた稲作体験「親
子で米作り隊」の最後の行事とな
る収穫祭が開催されました。
　この「米作り隊」では、ふるさ
とフォーラム座間（須田顕司会長・
会員数１０人）や近隣農家の皆さん
の協力を得て、参加した親子が田
植えや稲刈りなど一連の稲作作業
を体験。昔からの農機具である「千
歯」を使った脱穀、精米を経たもち米は、１４５キログラム（約１０３升）に
もなりました。
　子どもたちはきねの重さに戸惑いながらも、普段体験することのでき
ない「きね」と「うす」を使ったもちつきに大喜びの様子。会場には「よ
いしょ！よいしょ！」という元気な掛け声と、もちをつく軽快な音が響
きわたりました。
　つきあがったもちは、小雨が降るあいにくの天候にも関わらず訪れた
３８００人の皆さんに振る舞われました。、このほかにも会場では、たき火
料理やおはやし、野鳥観察会、自然のおもちゃ作りなどが催され、紅葉
に染まる里山は親子の笑い声に包まれました。
　参加者の一人は、「稲と子どもの成長を見守ることができ、大変有意
義な半年でした。農家の方の苦労を体験し、お米のありがたみが身に染
みました」と話していました。

親子で作ったお米からおいしいおもちができました！親子で作ったお米からおいしいおもちができました！
県立座間谷戸山公園で収穫祭を開催県立座間谷戸山公園で収穫祭を開催

皆さんに愛されて48年皆さんに愛されて48年
市公民館が「優良公民館表彰」を受賞市公民館が「優良公民館表彰」を受賞

さわやかな夏の思い出とともにさわやかな夏の思い出とともに
焼酎「ひまわり」が完成！焼酎「ひまわり」が完成！
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